第４学年１組　総合的な学習の時間学習指導案
令和●年●月●日（●）
第●校時　　　４年１組教室
指導者　　　　　　●●　●●
１　単元名　「塙保己一の偉業と目の不自由さから考える、共生社会の実現」
２　単元について
（１）児童の実態
本学級の児童は、学習に意欲的に取り組むことができ、知識の習得だけでなく、それらを活用して探究活動を行うことの関心が高い。特に、偉人の生涯や社会の仕組みについての学習では、積極的な発言が見られる。一方で、自己中心的な視点から物事を捉えがちで、他者の立場になって深く考える機会が十分ではない面も見られる。
「総合的な学習の時間」におけるこれまでの学習では、身近な地域や環境問題についてグループで協働して調べ、発表する活動を通して、主体的に学ぶ姿勢や、情報収集・整理のスキルを身に付けてきている。
（２）単元について
本単元は、歴史上の偉人である塙保己一の「群書類従」編纂という偉業を確認した上で、その偉業の裏側にある「目が見えないことの不便さ」に焦点を当てる。偉業と目の不自由さは直接的な原因結果の関係ではないこと、そして目が見えないことで生活上どのような困難があったのかを深く考察する。
塙保己一の偉業を学びつつ、その目の不自由さという視点を取り入れることで、単なる偉人伝の学習に留まらず、現代社会における多様な人々の生活と「共生」のあり方へと、思考を深めることが期待できる。特に、「目の不自由さ」を「偉業の克服すべき困難」としてのみ捉えるのではなく、その「不便さ」を具体的に想像することで、より現実的で建設的なサポートのあり方を考えることができると考える。
（３）指導について
塙保己一の偉業は、目の不自由さに関わらず偉大であるという前提を共有しながら、目が見えないことによる日常生活の「不便さ」を切り分けて考える視点を持たせる。目が見えないことの「不便さ」を具体化するために、アイマスク体験や、学校生活での不便さを考える活動を通して、「もし自分だったら」という当事者意識を醸成する。また、塙保己一が周囲のサポートを得ていた事実に着目し、現代社会における具体的なサポートや、自分たちにできるサポートを考え、共生社会の実現に向けた行動計画を立てる。これらを通して、児童が多様な人々の存在を理解し、主体的に社会に関わろうとする態度を養う。江戸時代の塙保己一の困難と、現代社会の目の不自由な人々の困難、そして自分たちの学校生活を結びつけ、学習が過去の偉人伝で終わらず、現代の共生社会を考える活動へと繋がるようにする。また、塙保己一の偉業が周囲の協力で成り立ったことに着目し、現代社会の具体的なサポート例を調べ、自分たちができるサポートを行動計画として具体的にまとめる活動を重視する。

３　単元の目標
塙保己一の生き方と目の不自由さから、その不便さを深く想像し、当事者意識をもって現代社会における目の不自由な人へのサポートのあり方を考察することで、共生社会の実現に向けた具体的な行動を考え、表現する。

４　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①塙保己一の偉業や、目が見えないことで生じる具体的な不便さを理解している。
②現代社会における目が見えない人へのサポートの具体例について理解している。
	①塙保己一の生き方や、目の不自由な人の生活について、「不便さ」と「サポート」の視点から多角的に考察している。
②自分の考えを根拠をもって的確に表現している。
	①目の不自由さについて、単なる困難としてではなく、歴史的背景や現代社会の状況を踏まえて当事者意識を持っている。
②積極的に学習に取り組んでいる。



５　単元指導計画と評価の計画（全２０時間）
	時間
	主な学習活動
	主な評価規準

	１～５
	塙保己一の偉業について知る
	知①主②

	６～８
	塙保己一についてまとめる
	思①思②

	９～１１
	目が見えないことへの不便さを捉える
	知①思①主①

	１２～１４
	目が見えない人への社会的サポートを知る
	知②

	１５～１８
	目が見えない人への自身ができるサポートを考え、実行する
	知②思①

	１９～２０
	学習をふりかえる
	思②主②



６　本時の活動について（単元第９時～１１時の一部）
（１）目標
塙保己一の偉業を成し遂げた裏にある、目が見えないことで生じる具体的な「不便さ」について深く考えることができる。

（２）本時の展開（９時間／２０時間）
	学習活動
（・予想される児童の反応）
	学　習　内　容（・）
	指導上の留意点（○）
評価（◎）

	１　本時の問題を把握する。


２　本時の課題を知る。



３　学習の見通しをもつ。
　・家の中ではどんな不便があるのかな。


４　視覚障害者の不便さについて考える。
　・歩くだけでも怖い
　・靴を履くときに左右がわからない。
　・どこに何があるのかがわからない。



５　視覚障害者の不便さについて話し合う。
　・私はこんなことが不便だと思ったよ。
　・僕たちのグループではこんな意見が出ました。

６　本時のまとめをする。


７　振り返りをする。
　・学校でも不便さはありそうだ。
　・実際に目の見えない人に話を聞いてみたいな。
	目が見えない人の、生活の中での不便さについて考えよう。









・障害による不便さの認知
	塙保己一は目が見えないことにより、生活の中でどのような不便なことがあったのでしょうか？


○
○塙保己一に限定せずに視覚障害者が生活の中でどのような不便なことがあるのかを考えるようにする。
○本時では家庭生活の中にある視覚障害者の不便さについて考えるが、児童の発言に応じて学校や街中での不便さについても触れる。（本来なら次時に行う予定）
○個人→グループ→全体と学習形態を変える。
○目を閉じて教室の後方から自身の机に座ったり、体育着の上着を着たりする体験をもとに、視覚障害者の不便さを体感的に理解できるようにする。
◎目の不自由な人の生活上の「不便さ」について具体的に考えている。
○「着替えが不便」だけでなく、「服の裏表がわからない」のように不便さを具体的に考えるようにする。
○不便さだけでなく、「こんなときはどう対応したのだろう」という疑問も多く出させたい。
着替えや料理、トイレなど、目が見えない人にとって日常の様々なことに不便さがありそうです。



○本時で気づいたことだけでなく、次の総合の時間に考えたいことや知りたいことについても触れさせたい。


（３）板書計画　着替えや料理、トイレなど、目が見えない人にとって
日常の様々なことに不便さがありそうです。
（生活の中にある不便なことについて）
　目が見えない人の、生活の中での
不便さについて考えよう。
塙保己一は目が見えないことにより、生活の中でどのような不便なことがあったのでしょうか？

